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１　はじめに

2005～2006年シーズン（2005/06シーズン）の岡山県

におけるインフルエンザ流行を解明するため，学校等に

おけるインフルエンザ様疾患の集団発生（Infl.集団）の

患者発生状況，及び岡山県感染症発生動向調査事業（発

生動向調査）に基づくインフルエンザ患者の発生状況を

調査した。また，患者から採取された咽頭拭い液等につ

いてインフルエンザウイルス（Infl. V）の分離を行うと

ともに，分離されたウイルスについて型別及び抗原性解

析を実施した。

２　材料及び方法

２.１　インフルエンザ患者発生状況

Infl.集団患者発生数については，県保健福祉部健康対

策課がとりまとめた「インフルエンザ様疾患施設別発生

状況報告」をもとに集計した。また，発生動向調査の患

者情報に基づき，定点医療機関あたり（定点あたり）の

インフルエンザ患者発生状況を調査した。

２.２　ウイルス分離材料

2005年 11月～ 2006年 5月にInfl.集団が発生した 13施

設の患者 40人，及び平成 17年度の発生動向調査期間中

に確認されたインフルエンザ散発例患者29人の，あわせて

69人から採取した咽頭拭い液をウイルス分離材料とした。

２.３　ウイルス分離・同定法

MDCK細胞を使用してウイルス分離を行った 1）。採取

した咽頭拭い液を培養細胞に接種し，盲継代 2～ 3代後

に細胞変性効果のみられた検体について，モルモット赤

血球を用いて定法 2）に従い赤血球凝集（HA）試験を実

施した。HA試験によりInfl. Vの存在が疑われた検体に

ついて，Aソ連（AH1）型Infl. V標準株（A/ニューカ

レドニア/20/99），A香港（AH3）型Infl. V標準株（A/

ニューヨーク/55/2004），山形系統 3）に属するB型Infl.
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V（山形系B型Infl. V）標準株（B/上海/361/2002）及

びビクトリア系統 3）に属するB型Infl. V（ビクトリア系B

型Infl. V）標準株（B/ブリスベン/32/2002）に対する抗

インフルエンザウイルス血清（国立感染症研究所より分

与）を用いた赤血球凝集阻止（HI）試験 2）により同定及

び型別を行った。さらに，Infl. Vの関与が証明されなかっ

たInfl.集団発生施設の検体，及び散発例の検体全例につ

いてはFL及びVero細胞を用いたウイルス分離も実施し

た。

３　結　　果

３.１　患者発生状況

週別のInfl.集団患者発生状況は図1に示すように，2005

年第48週（11月28日）に県南部の1施設においてInfl.集

団が初めて確認された後，患者数は急激に増加し，3週

後（第 51週）にピーク（921人）に達した。その後，学

校等が冬休みに入ったことで患者発生報告はなされなか

ったが，休み明けの2006年第3週より再び集団発生が確

認されるようになった。しかしながらその後，患者数は

漸減していき，第10週には流行はいったん終息したかに

みえた。ところが，第16週の4月21日に県南部の高校で

再び集団発生が確認された後，約10週間にわたって主に

高校生を中心にのべ 39施設で計 1,830人の患者発生報告

が認められた。シーズンを通してのInfl.集団の届出患者

総数は4,949人と，過去10年間 4）～ 9）では最も流行期間が

長かったものの，患者数としてはほぼ例年並みの数字で

あった。さらに，流行を冬季（2005年第 48週～ 2006年

第 9週）と春季（2006年第 16～ 25週）に分けて比較し

たところ，冬季については小学生の患者が全体の 71.5％

を占めていたのに対し，春季では高校生の患者が 72.6％

を占めるなど，両流行の年齢層に大きな違いが認められた。

一方，発生動向調査における定点あたりインフルエン

ザ患者数の推移をみると，Infl.集団発生状況と同様に，冬

季流行（2005年第 47週～ 2006年第 10週）と春季流行

（2006年第15～26週）の２度にわたる流行が確認された。

冬季及び春季流行をあわせると，過去 10年間 4）～ 9）では

最も長い 32週間にわたって流行が継続した。その一方

で，定点あたりインフルエンザ患者の総数（前年の第36

週から翌年の第 35週までの総計）は 208.8人と，過去 10

年間でみるとほぼ中規模の流行であると考えられた。県

内を 4地区に分けた場合の，地区別定点あたり患者数の

週別推移をみると（図１），ほぼすべての地区において冬

季に引き続き，春季にも小流行が認められていた。次に，

発生動向調査における定点あたり患者数の年齢群別割合

を冬季流行期間及び春季流行期間に分けて算出し比較す

ると（図２），春季流行は冬季流行に比べ４歳以下群及び20

歳以上の年齢群で患者割合が減少する一方で，10～14歳

群の割合が14.2％から39.5％へ，15～19歳群の割合4.1％

から24％とそれぞれ大幅に増加していた。特に，15～19

歳群についてはその増加割合が約 6倍と顕著であった。

図１　週別のインフルエンザ患者発生状況
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３.２　ウイルス分離結果

ウイルス分離結果は表に示すように，Infl.集団の発生

した 13施設中 10施設の患者 17人（42.5％）からInfl. V

が分離された。型別内訳では，AH1型Infl. Vが２株，

AH3型Infl. Vが６株及びビクトリア系B型Infl. Vが９

株であった。一方，散発例では29人中15人（51.7％）か

らInfl. Vが分離され，その内訳はAH1型Infl. Vが 1株，

AH3型Infl. Vが 11株及びビクトリア系B型Infl. Vが３

株であった。全体の分離株数では，AH3型Infl. Vが 17

株と最も多く，次いでビクトリア系B型Infl. Vが 12株，

AH1型Infl. Vが３株の順であった。

週別のウイルス型別分離状況は図３に示すように，AH3

表　インフルエンザウイルス分離成績

2005年 48週～
2006年 10週

2006年 15週～26週

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～39歳

40～59歳

60歳以上

14.2

39.5 24.0

4.1

図２　流行期間別の年齢群別定点あたり患者数分布割合
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型Infl. Vは冬季流行にあたる2005年第 47週～ 2006年第

４週にかけて，ビクトリア系B型Infl. Vは春季流行にあ

たる 2006年第 16週～ 21週にかけてそれぞれ分離されて

いた。また，AH1型Infl. Vは冬季流行の後半に少数なが

ら分離された。なお，地域別分離状況には大きな差は認

められなかった（表）。

さらに，Infl. Vの関与が証明されなかった３施設の患者

８人及び散発例の全検体についてFL及びVero細胞を用

いたウイルス分離を実施したところ，井笠保健所管内の

医療機関で採取された散発例１件及び岡山保健所管内の

医療機関で採取された散発例１件から，それぞれアデノ

ウイルス３型及び単純ヘルペスウイルス１型が分離され

た。

３.３　分離ウイルスの抗原性解析

AH1型Infl. V分離株及びビクトリア系B型Infl. V分

離株抗原性について，2005/06シーズンのワクチン株で

あるA/ニューカレドニア/20/99株及び標準株のB/ブリ

スベン/32/2002株を基準に解析を行ったところ，分離株

はいずれも，各標準株とほぼ類似した抗原性（HI価で４

倍以内の差）であることがわかった（データを示さず）。

次に，AH3型Infl. V分離株の抗原性についても同様に，

2005/06シーズンのワクチン株であるA/ニューヨーク/55

/2004株を基準に解析を行ったところ（図４），流行初期

（2005年第47～49週）にはワクチン株に極めて類似した

抗原性を持つ株（HI価で２倍以内の差）が約半数を占め

ていたが，その後流行が進むにつれて，ワクチン株とは

やや抗原性の異なる株（HI価で４～８倍程度の差異）株

が主流となった。さらに，昨シーズンのAH3型Infl. V

流行株との抗原性比較のため，今シーズンのAH3型Infl.

Vの代表５株について，昨シーズンのワクチン株である

A/ワイオミング/03/2003株に対する抗血清を用いてHI

試験を実施したところ，いずれの株もA/ワイオミング

/03/2003株に対しHI価で 8～ 32倍程度の抗原性の差異

が認められた。

図４　流行時期別のAH3型インフルエンザウイルス抗原性推移

図３　週別のインフルエンザウイルス分離状況
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４　考　　察

2005/06シーズンの岡山県におけるインフルエンザは，

患者発生状況及びウイルス分離結果などから，冬季及び

春季の 2度にわたる流行が確認され，冬季流行について

はAH3型Infl. Vを主流行とするAH1型Infl. Vとの混合

流行であり，春季流行についてはビクトリア系B型Infl.

Vの単独流行であると推察された。全国の流行状況をみ

ると 10），多くの地域で本県と同様に冬季流行と春季流行

が確認されており，さらに冬季流行はAH3型Infl. Vを

主流行とするAH1型Infl. Vとの混合流行であり，また

春季流行もビクトリア系B型Infl. Vにより引き起こされ

ていることがわかった。

Infl.集団患者発生状況及び発生動向調査の定点あたり

患者数の年齢構成から，冬季流行と春季流行における患

者の年齢構成に明らかな差が認められた。すなわち，冬

季流行に比べ春季流行では中学・高校生にあたる10歳～

19歳の割合が高く，当該年齢層を中心にビクトリア系B

型Infl. Vの流行が広まっていたことが明らかになった。

一方，2005/06シーズン前の全国のインフルエンザウイ

ルス抗体保有調査報告をみると 11），ビクトリア系B型Infl.

Vに対する抗体保有率は全年齢において概ね20％以下と

低く，さらに学齢期の年齢層（5歳～ 19歳）についてみ

た場合でも，15～19歳群が他の年齢群に比べ抗体保有率

がわずかに低い程度であった。したがって，春季流行に

おいて患者が中学・高校生に集中した理由は明らかでは

ないが，当該年齢層における抗体保有率が低かったこと

に加え，学校行事等での移動範囲が広い中学・高校生が，

ビクトリア系B型Infl. Vの流行地で感染し，集団生活の

中で流行を拡大させたのかもしれない。また，全年齢で

ビクトリア系B型Infl. Vに対する抗体保有率が低いにも

かかわらず，他の年齢層へと流行がそれほど波及しなか

った原因として，Infl. Vの流行に最も適した「低温・乾燥」

した気候条件の時期を過ぎていたことなどが考えられた。

今シーズンの流行は第47週に流行が始まり，一時期に

おいて流行の終息傾向はみられたものの，最終的に翌年

の第 26週まで流行が継続し，流行期間が実に 32週間と

いう過去 10年間で最も長期にわたった。しかしながら，

過去10年間の定点あたりインフルエンザ患者総数の傾向

からみて，ほぼ中規模の流行であると考えられた。この

ように，流行が長期化したにもかかわらず流行規模がさ

ほど大きくならなかった要因として，冬季流行の優占型

となったAH3型Infl. Vの流行が，ここ数シーズン続い

ていた 5）～ 9）ことから，住民の当該ウイルスに対する抗体

保有率がある程度高いレベルに保たれていたと考えられ

ること，分離株の抗原性がいずれもワクチン株とそれほ

ど大きく異なっていなかったこと，さらに春季流行につ

いても，気候的要因等から特定年齢層のみの流行にとど

まったことなどが考えられた。なお，本県のビクトリア

系B型Infl. Vによる流行は 2006年第 26週でほぼ終息し

たものの，一部の地域（沖縄及び北海道）では第 31週

（8月上旬）まで本ウイルスの流行が続いており 10），今後

の流行動向が注目される。
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